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〔症例1〕39歳女性, PCOS. 10年前の不妊治療

では妊娠しなかった． クロミフェン旅法(CC)

にメ |､ホルミン (MET)を併川し, 8"･ 11後妊娠

し，出旅した．

〔症例2〕 40歳女性, PCOS. CCを|＃l始したが

無効のためゴナドトロピン旅法へ変災し,MEr

l＃1始した.AIHを併川し,MET開始10j･ l1後妊

娠し，出産した．

〔症例3〕 30歳女性, PC()S.CCにMETを併川

し，熈効のためゴナド |､ロピン旅法へ変虹,MET

1%l始後1271Iで妊娠，出産した．

【ど察】PCOSの脈lklはIﾘlらかではないが，一つ

にインスリン抵抗性による高インスリンlil症に

伴うアンドロケンの商値が考えられており，

MEI､はインスリン抵抗性を改蒋して性間'01を正

椛化し，排卵に至ると碁えられる．

【結語】 インスリン抵抗性を伴うPCOSに対し

て不妊治探の補助としてMETが有効であるかも

しれない．

【結諮】械端な偏食と紫外線遮断に起恢|したビ

タミンD欠乏性骨軟化症のl例を経験した．低

Ca血症を評illiする為にはAlb,P,Mg,VitaminD

も合わせて雌認する必喫がある．

6当院救急外来を受診した低血糖患者の検討

〃|上郡 勝・横川かおI) ･八縮刷I1ﾘI

長IMIII'央綜合綱|塊柵尿病センター

当院救,E(外来を一年lll1に受診した低血糊悠背

は37名であった．楠尿病池者29名で1型糊lｲ《病

が10名， 2咽糖尿病が19名，その他の糖尿病が

2例であった． 7名が入院し商齢,W機能低1f,

SU剤内服忠者で入院が多い|噸向があった．非柵

尿病患宥が8名おり，4名がダンピング症候群に

よる低lll柵あった．他の4名は神経性食思不ﾙﾐ

症，がんの末期など低栄挺をji§礎とした砿症の低

血糖であり， 2名が入院後-･ l l以内に死亡し, 2

名が数ヶ'二|後に死亡した．

また， 2014年4月1 l 1より救急救命士の業務

が拡大し，意識障詳患者へのlil楠値の測定と低Ⅲ1

機患者へのブドウ糖の投lj.が111能となった．搬送

先の選定や低血糊忠者の-1予後の改薪が期待され

る．当|塊では一年|H1で16例がブドウ楠の投-Ij･を

受け救急外来を受診した．救急隊到汁IIfJCS2桁

13名， 3桁が11名であった，受診時にはそれぞ

れ6名， 4名に減少していた．有効性については

今後史なる検討が必要である．

8 Cabergoline導入後のGianlProlilctinoma

の治療成績

IMII II 正朕・米IMI"一郎・大野秀f

IM,幸彦

新潟大．､)::脳研究所脳神経外科'､)を分野

雌大任で40mm以|:の下嘔体腺脈はGiantと

定礎される． こうしたGiantPl･olaclin()ma (PR

Loma)にも､'i科ではCabergoline (CAB)を初期

治旅に川いてきた．そこでCABのGiantPRLoma

の治療成絨の分析に， 2014年度に当科通院!''の

PRLoma他者108名から初1口l治療にCABを用い

た8名を解析した．発症ｲド齢は平均56．5歳，男女

比5:3, llln鳩雌大任は平均51.8mm,追跡10IIM中央

l'''iは74．5ヶ月, CAB雄大投与l,t !|!央値は

0.75mg/ili (0.25-14mg/")であった. CABの

効果は, lili''iPRL正淵化率が37.5%で, 50%以

上の1，甥縮小率を示した削合が62．5％だが， 1例

のみ1，甥が再増大し，放射線旅法を行った．髄液

加|や下I雁体卒中等の合併症，祝機能懇化，新たな

7 メトホルミンで妊娠しえた肥満不妊女性症例

弓ツ|&1友里忠・鈴木克典

済生会新潟第二病|塊代謝・内分泌lﾉ､l科

【背紫】不妊の原IxIとして肥満に伴うインスリ

ン抵抗性が関与することが術摘されており，その

一つに多のう胞性卵巣症候岬(PCOS)があげら

れる． インスリン抵抗性改1!#蕊の排ﾘ|職発効果が

注'三lされているが， そのｲl.効性はIﾘlらかではな

い．
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下垂体機能低下は認めなかった.GiantPRLoma

に対してもCABは安全な治療と言える．

l()成長ホルモン治療中に糖尿病性ケトアシドー

シスを発症したプラダーウィリ症候群のl例

佐藤英利・小川洋平・艮崎啓祐

齋藤昭彦

新潟大学|児州学総合病院小児科
9Down症候群に合併した下垂体機能低下症の

l例

lll村哲郎・浦川 勝・三橋大樹

澁谷航平

リ,W:II!央病院脳神経外科

プラダーウィリ症候群（以下PWS)への成長

ホルモン （以下GH)治療により心者のQOLは

大叫iに改蒋した． しかし,PWSは本来糊尿病発症

のリスクが高く,GH治療はインスリン抵抗性を

増大させる可能性がある．

症例は8歳， リ)児.乳児期にPWSと診断され2

歳から低身長に対しGH治療が開始された．経過

中，肥測度は77％に達したが, 0.245mg/kg/Hの

投与i,tが遵守されていた. ll･l塞性呼l吸障祥により

一時GH治療はIIII析したが，アデノイド燗除術後

にGH治療は再|淵された. i'}開後7ヶ月で約12kg

の体砿減少があったが定期的な検侮は行われず，

当院紹介時はBG566mg/dl, pH7.169, BE-17.8,

HbAlcl6.9%と糖尿病性ケトアシドーシスの状態

であった.PWSに対するGH治旅は根本的i台療で

はなく，あくまでオプションであることを認識し，

合併症を回避するため適llそな管理が必要である．

下』[体機能低下と意識陳害を来した忠者の診

断は容易ではない．特に元々-|･分な病歴や症状を

本人から聴取できない場合には困難である．今|nl

我々は怖なllfﾙfを合併したDown症候群の心者

を経験したので蝿告する．

慰者は18歳，男性．湖lﾘl正常分娩で出生した

が，特徴的顔貌からDown症を疑われ，染色体検

査から診断された． 3歳で停留糀巣の手術を受け

た．商幣部に進学後3L/日程度の多飲がみられ，

入院6r)1前から時々－･過性の意識消失が兇ら

れ， 2ヶ「I前から食欲低下し体亜減少．今lul発熱，

意識陣!if,脱水を来して緊急入院となった．人院

時血淌Nal59で輪液するも安定せず2週|H1して

内分泌検在を行った所TSH<0.02,fr33.60,rr4

0.92,LH/FSH<0.1,ACTH12.2,Cortisol2.5だっ

た．弧部CTで第3脳室醗と右0!ll脳室前角に商吸

収域あり，水頭症を伴っていたため当科に転科．

MRIでは視床1ざ部をII'心に右前角，第4脳察畦に

造影病変が示現された. DDAVPとhy(11･()Col･ti-

soneで晒解『'iは正常化し, |ﾙ1頭術で下飛体衲を

生検して胚llfと診断できた．全脳全脊髄照射を行

(､CRになったが，甲状腺機能低下になった．

Down症候群の新生物としては白血病がili多，

次いで脳ﾙ､甥が多く，その' l'では胚細胞性ll!R甥が

多い．その理山は症例が少ないこともあって不明

である．発見が遅れ，糀神機能低下のために診'析／

治療に雌渋しやすいが，適切な治旅ができれば良

好な予後が期待できる．

ll新潟県内の各地域における小児生活習慣病

予防健診の実態

今jl鳥恵美子

新潟県|臨床検ffセンター協縦会

ワーキンググループ姿貝

柚崎メジカルセンター

【はじめに】社会蝋境や生活様式の変化から生

活習↑!'Wiが問題になっているが，小児の賜合の本

予|りj他診は標準化に至っていない．

【目的】より良い小児生活習慣病予防健診のあ

り方を検!;､Iするため実態I淵査を行った．

【対象・方法】県|ﾉ1全30市町村教育委典会にア

ンケート調査を実施. lﾉ1'がは，他診の有無・対

象・委託先・委託|ﾉ1容・項目・ Zlf後指導などで

ある．


